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(論文内容の要旨)

代表的なペロブスカイト構造を持つ酸化物材料であるBaxSrl_ⅩTiO3 (以下､ BSTと記す)

は,周波数特性にすぐれた高誘電率であるばかりでなく,高電界下において誘電率の非線

形性を示すことが知られており,次世代のマイクロ波デバイス材料として注目されている｡

本論文では, BSTの持つすぐれた特徴のうち特に誘電率の非線形性に着目し､それを用い

た新規回路の提案とその高性能化開発を目的としている

1章ではチュ-ナブル回路の必要性やBSTのチュ-ニングキャパシタとしての特徴を述べ

たあと,本論文で用いた組成や成膜条件の最適化､エピタキシヤル成膜に必要な基板の選

択などの手法について述べている｡

2章ではBSTの形成プロセスと,その結果もたらされるBSTの微細構造と電気特性の関

係について述べている｡プロセス条件最適化の結果､サフアイア基板上でMgO基板上に作

製したBSTと同等の大きなチュ-ナピリテイを有するエピタキシヤルBSTの作製に成功し,

安価な基板上に大きなチュ-ナピリテイを有するBST薄膜を実現している｡

3章ではBSTを用いてコプレナ-型導波回路により位相シフタ-を作製し､ DCバイアス

を印加することにより位相シフト量を制御できることを示している｡この際, 2章で述べ

たエピタキシヤルBST薄膜を用いることで大きな位相シフト量を得ることに成功している｡

4章ではBSTの誘電体の非線形性を利用した周波数逓倍回路を試作し､キヤパシタの非

線形特性を利用してMHz帯ならびにマイクロ波帯での高調波の発生に世界で初めて成功し

ている｡

5章では,本論文の内容を総括し､今後のBSTの高周波応用に関する展望を述べている｡

このように本論文は､ BSTの誘電率の非線形性を応用した新しい回路の提案並びにBST形

成条件最適化による特性の向上について述べている｡本論文によれば､ BSTデバイスなどの



受動素子による位相シフタ-や周波数逓倍回路等の新しいマイクロ波応用の可能性示され

ており､情報通信量の増大に伴う通信周波数の高周波化の流れの中で今後より重要性を増

すものと考えられる｡
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(論文審査結果の要旨)

代表的なぺロブスカイト構造を持つ酸化物材料であるBaxSrllXTiO3 (以下, BSTと記す)

は､周波数特性にすぐれ高誘電率･低損失材料であるばかりでなく,高電界下において誘

電率の非線形性を示すことが知られており,次世代のマイクロ波デバイス材料として注目

されている｡

本論文では､ BSTの持つすぐれた特徴のうち特に誘電率の非線形性に着目し,それを用い

た新規回路の提案とその高性能化開発を目的としている

はじめにBSTのチュ-ニングキャパシタとしての特徴を述べたあと,本論文で用いた組

成や成膜条件の最適化･エピタキシヤル成膜に必要な基板の選択などの手法について概説

している｡

次に, BSTのスパッタ法による薄膜形成プロセスを詳述した後､成膜したBSTの微細構造

と電気特性の関係について述べている｡プロセス条件最適化の結果､サフアイア基板上で

MgO基板上に作製したBSTと同等の大きなチュ-ナビリテイを有するエピタキシヤルBSTの

作製に成功し,安価な基板上に大きなチュ-ナピリテイを有するBST薄膜を実現できるこ

とを示している｡

次に, BSTを用いてコプレナ-型導波回路により位相シフタ-を作製し､ DCバイアスを

印加することにより位相シフト量を制御できることを示した｡この際､ 2章で述べたエピ

タキシヤルBST薄膜を用いることで大きな位相シフト量を得ることに成功している｡

次に､ BSTの誘電体の非線形性を利用した周波数逓倍回路を試作し､ MHz帯ならびにマイ

クロ波帯での高調波の発生に世界で初めて成功している｡このことによりBST薄膜の新た

な高周波応用について示している｡

次に､本論文の内容を総括し､今後のBSTの高周波応用展開について述べている｡

以上のように本論文は､ BSTの誘電率の非線形性を用いた新しい回路の提案並びにBST形

成条件最適化による電気特性の向上について述べており､ BSTに代表される受動素子による

位相シフタ-や周波数逓倍回路等の新しいマイクロ波応用の可能性を示したもので,情報

通信量の増大に伴う通信周波数の高周波化の流れの中で今後より重要性を増してくるもの

と考えられるoよって審査委貞-同は本論文が博士(工学)の学位論文として価値あるものと

認めた｡


